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施設整備を図りたい
学童保育

教育次長

　

待機児童数　

成冨議員　市長は任期中に待機児童を解消すると公約したが、市長の任
期がくる令和４年度中に解消するためのの具体的な手立ては
教育次長　施設不足によって待機児童が発生している３か所の小学校は、
小学校の特別教室などの借用を検討し、特に待機児童の多い鳥栖北小に
ついては、施設の増設も含めた施設整備をはかりたい。なお現在民間の
クラブは４か所だが、令和３年４月から麓小学校区に新しく１か所開所
する予定になっていて、解消の一環になると考えている。　　

▼

通年利用　25名　この内4年生以上は12人（7/1現在）
長期休暇利用　75人　この内４年生以上は32人（8/1現在）
待機児童の原因として施設の不足と指導員の不足がある。
施設不足については小学校の特別教室の借用、特に多い北小につい
ては学校敷地内に施設の増設を図りたい。指導員は１６名不足。

新市庁舎入札　
参加者増やす工夫を

入札条件等を再点検し　

尼
寺
議
員
　
６
月
30
日
に
農
業
委
員

会
で
、
採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
、
追

認
を
容
認
し
た
も
の
で
は
な
い
と
理

解
し
て
い
い
の
か

農
業
委
員
会
会
長
　
申
請
書
を
提
出

さ
れ
る
前
で
す
が
、
農
業
委
員
会
と

し
て
追
認
を
容
認
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。

尼
寺
議
員
　
こ
の
意
見
書
に
は
「
適

法
な
状
態
で
、
農
地
転
用
許
可
申
請

を
行
っ
て
」
と
あ
る
が
、
そ
の
意
味

は農
業
委
員
会
会
長
　
農
地
法
を
遵
守

し
、
農
地
法
違
反
を
是
正
し
、
適
法

な
状
態
で
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
事

業
の
進
捗
を
図
る
こ
と
が
農
業
委
員

会
の
総
意
で
す
。

尼
寺
議
員
　
会
長
か
ら
、「
追
認
を

容
認
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。
市
の
「
追
認
す
る
」

と
い
う
方
針
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

ど
う
か
　

橋
本
市
長
　
農
地
転
用
申
請
前
で
あ

る
の
で
、
会
長
の
答
弁
は
そ
の
よ
う

な
段
階
で
の
「
追
認
を
容
認
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
尼
寺
議
員
は
　

「
今
の
答
弁
は
納
得
で
き
な
い
。
前

会
長
は
、
市
議
会
で
追
認
を
容
認
す

る
よ
う
な
答
弁
を
し
た
こ
と
で
、
会

長
職
を
解
任
さ
れ
た
と
聞
い
た
。『
追

認
は
容
認
し
な
い
』」
と
い
う
の
が

農
業
委
員
会
の
一
貫
し
た
考
え
で
、

市
長
は
農
業
委
員
会
を
無
視
し
て
い

る
の
で
は
。」
と
指
摘
し
た
。

尼
寺
議
員
　
　
法
令
に
は
、
申
請
前

に
違
反
が
あ
る
場
合
、
違
反
状
態
の

ま
ま
農
地
転
用
許
可
を
受
け
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
あ
る
。
登
記
を
、

元
に
戻
し
て
仮
登
記
を
設
定
す
る
手

法
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

橋
本
市
長
　
登
記
を
元
に
戻
し
て
仮

登
記
を
設
定
す
る
方
法
は
、
全
て
の

方
の
理
解
を
え
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

佐
賀
県
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
方
針

を
決
定
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
尼
寺
議
員
は
、「
追

認
」
と
い
う
手
法
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、「
民
間
が
違
反
し
た
ら
許
さ
れ
な

い
の
に
、
市
役
所
な
ら
い
い
の
か
（
佐

賀
新
聞
）」
と
い
う
声
に
、
ど
う
こ
た

え
る
か
。」
と
質
問
す
る
が
、
市
長
か

ら
は
「
解
決
に
努
力
す
る
」
と
い
う

だ
け
で
、
ま
と
も
な
答
え
は
な
い
。

　
　
　
・
・
・

　
市
長
は
、
今
ま
で
農
地
法
違
反
に

つ
い
て
何
度
も
謝
罪
し
て
き
た
が
、

真
に
そ
う
考
え
る
な
ら
、「
法
令
を
遵

守
せ
よ
」
と
の
農
業
委
員
会
や
市
民

の
声
に
、
も
っ
と
耳
を
傾
け
る
べ
き

で
は
。

　

<農地法違反問題＞

・

・

・

・

本
年
６
月
に
開
か
れ
た
２
回
の
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
違
反
是
正
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
。

尼
寺
議
員
は
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
農
業
委
員
会
会
長
、
お
よ
び
市
長
に
見
解
を
質
し
た
。

会
長
は
「
追
認
」
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
答
弁
し
た
。

農地法違反
是正 「追認」を容認するものではない

農業委員会
会長

申請を提出される前ですが、農業委員会として

　登記を戻す（錯誤で抹消する）方法は、契約を解約することも、
契約金を返す必要もない。難しく考えることはない。
 まず法務局に錯誤で登記を抹消する申請をする。（市長と地権
者全員の印がいる。心配なら仮登記をするが、契約は生きてい
るので、その必要はないのでは）。
　それから農業委員会に農転許可を申請し、許可がおりた日を
原因到達日として、法務局に再登記をすることで違反の是正は
できる。（市長と地権者全員の印がいる）

＊地権者全員の印鑑を得るのは困難だと市はいうが、すでに
契約はすみ、お金を払っているから協力はしてくれるのでは。
(地権者には協力義務あり）

平成 28 年、新産業集積エリア整備事業において、鳥栖市が用
地取得をする際、農地転用許可を受けずに所有権移転登記を行
う、「農地法違反」をおかした　
市が示した農地法違反是正の方法　①登記を元の所有者にもど
し、仮登記を設定し、農地転用申請する。②登記を元に戻さずに
農地転用申請し、農業委員会に申請を受理してもらい、審査を
求める。（追認）
市は、①の手法は困難だとして、②の方法、「追認」という方針を
とっている。
この「追認を認めるか、認めないか」が農業委員会で議論になり、
前会長は市議会で追認を容認する答弁をしたという事で、本年
３月に会長職を解任された。そして本年６月の 2 回の農業委員
会は市長に対して「農地法違反を是正」を求める意見書を可決。
現会長は「追認は容認しない」と市議会で答弁している。

追認とは農地転用許可を受けずに農地を非農地化した時に、後
追いで追認許可をすること。違法状態を解消するものとして判
例で認められているが、農地法には規定がなく、今回の件は想
定されていない。
農業委員会は、「土地の境界をはみ出している場合や父や祖父
が農地法の事をよく知らずに、建物を建てている場合は追認し
ている。しかし農地転用について明らかに知っている人、過去
に指導している人及び悪質な人には原状回復の指導を行ってき
た。」市役所は、農地法を熟知している人の集まりである。追
認を許せば、「農業委員会は今後農地法違反の指導ができなく
なる。過去に指導した人との公平でなくなる」など農業委員会
に対する信頼は大きくそこなわれる。
「行政機関が法律違反と認識していながら違法行為を繰り返し
ているなら、追認許可を是とすることはできない。」　これが国
の考えであり、本事案はこれに該当しないだろうか？

農地法違反の是正について　
　　佐賀地方法務局に聞いてみると　

＜追認とは＞

参
加
予
定
業
者
の
ド
タ
キ
ャ
ン
で
中
止

　9 月補正予算は 11.47 億円。主な予算はＩＣＴを活用した学習活動の充実
を図る GIGA スクール環境整備事業に 4億 7362 万円、史跡田代太田古墳の
公有化事業に 4341 万円、新たに定期予防接種に追加されたロタウィルスワ
クチンの予防接種経費に 1113 万円、近年の豪雨災害などへ備える道路・保
安林の防災対策事業に 2000 万円、河川の浚渫等を行う緊急河川浚渫改修等
事業に 900 万円など。なお組織機構見直しに伴う部設置条例の改正も提案さ
れた。

9月補正予算11.47億円

　

国
のG

IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

き
、
先
行
導
入
分
と
合
わ
せ
て
、
児
童

生
徒
が1

人
１
台
ず
つ
使
用
で
き
る
よ

う
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
費
な
ど
総
額

で
、
６
億
８
０
万
円
。

　

教
育
委
員
会
は
６
月
議
会
で
は
、「
過

剰
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
、
児
童
生
徒

の
学
習
に
与
え
る
効
果
や
教
職
員
の
指

導
法
改
善
に
係
る
研
修
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
段
階
的
に
進
め
て
い
く
。」
と
し

て
「
現
時
点
で
は
こ
の
構
想
に
は
乗
ら

な
い
」
と
表
明
し
て
い
た
。
な
ぜ
こ
の

方
針
を
変
え
た
の
か
。

　
ま
た
こ
の
事
業
は
4.7

億
円
で
、
国
の
事
業
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
半

分
以
下
し
か
補
助
は
な

い
。

　
そ
し
て
数
年
後
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
更
新
が
あ
る

が
、
そ
の
負
担
に
つ
い

て
国
の
補
助
は
あ
る
の

か
不
明
で
、
問
題
は
多
い
。

　

希
望
者
に
の
み
弁
当
を
提
供
す
る
選

択
制
弁
当
方
式
か
ら
、
全
員
が
同
じ
給

食
を
食
べ
る
食
缶
方
式
に

よ
る
完
全
給
食
へ
移
行
す

る
も
の
。

　
（
予
定
提
供
食
数　

２
３

０
０
食
程
度
・
日
）。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
今
年
11
月
ま
で
に
業
者

を
決
め
、
来
年
８
月
か
ら

給
食
開
始
。

　

中
学
校
も
完
全
給
食
に

す
る
こ
と
は
、
一
歩
前
進
だ
が
、
今
ま

で
の
計
画
で
は
、
小
学
校
と
同
じ
公
設

公
営
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
今
回

の
提
案
は
民
設
民
営
の
セ
ン
タ
ー
を
前

提
と
し
た
も
の

で
、
こ
の
方
針

転
換
に
つ
い

て
、
議
会
へ
の

丁
寧
な
説
明
は

な
く
、
今
議
会

来年８月下旬から
中学校も完全給食に

小中学校に１人
１台のタブレット

総額６億８０万円

　

新
市
庁
舎
入
札
に
採
用
し
た
条
件

付
き
一
般
競
争
入
札
。
参
加
し
た
唯

一
の
業
者
の
辞
退
で
入
札
は
不
調

に
。
な
ぜ
辞
退
し
た
の
か
。
幅
広
く

募
っ
た
は
ず
の
募
集
に
な
ぜ
一
者
し

か
応
募
し
な
か
っ
た
の
か
。

成
冨
議
員
　
辞
退
し
た
の
は
唯
一
応
募

し
て
き
た
業
者
（
共
同
企
業
体
）
だ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
原
因
は
何
か
。

ま
た
今
後
競
争
性
を
高
め
る
た
め
の

ル
ー
ル
が
必
要
で
は

総
務
部
長
　
共
同
企
業
体
の
代
表
構
成

員
へ
の
聴
き
取
り
で
は
資
材
価
格
や
人

件
費
の
上
昇
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
の
経
費
の
増
加
が
原
因
だ
と
聞
く.

 

　
競
争
性
を
高
め
る
た
め
に
も
参
加
条

件
を
た
か
め
る
な
ど
よ
り
参
加
し
や
す

い
方
法
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

・

・

・

北小は、施設の増設を含めた


